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資料8 -1-17　主に利用している検索連動型広告サービス［従業員規模別］

資料8 -1-18　検索連動型広告の導入予定［従業員規模別］

資料8 -1-19　検索連動型広告の効果［2008年 -2009年］

検索連動型広告

スポンサードサーチ
（オーバーチュア（ヤフー））
Googleアドワーズ広告

（グーグル）
REMORA Listing

（クロスリスティング）
Ｊアドリスティング
（ジェイ・リスティング）
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2.2％

0.0％

0.0％
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非常に効果がある
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どちらともいえない
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全く効果がない
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主に利用している検索連動型広告サービスでは、「Googleアドワーズ広告」が 4 割強、「スポンサー
ドサーチ」が3割強となっているが、昨年と比較すると「スポンサードサーチ」のシェアが1割上昇
している。なお、規模による傾向は特にみられない。検索連動型広告の利用企業の効果の認識で
は、6割が効果があると認識しており、重要なアクセス誘導対策となっていることがうかがえる。

検索連動型広告に6割が効果を感じている
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